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資格試験だけではない「会計学」とは？ 
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１．研究内容 

商学部に入学して初めて，またはそれ以前から，簿記学や会計学総論などを「学習」し始めて半年または

数年以上が過ぎ，様々な印象を覚えたかもしれない。入学前に比べて，または現時点で気持ちを新たにし，

公認会計士や税理士を目指す気持ちが一層強くなった学生諸君もいることであろう。 

しかし，簿記・会計は，こうした資格試験をパスした会計専門家のためだけにあるのではない。見方によ

っては，社会科学の中で最も「難解」な学問領域ともいえる。では， 

その難しさは，どこに原因があるのだろうか。それを解き明かす鍵が

「会計の言語性とその機能」に潜んでいる。この鍵を入手すれば，学

習や資格試験勉強のレベルとは違う更に深い会計の世界に出会える。 

“会計は，面白い！”－この一言を実感するために，当演習室は，開

設される。もちろん，資格試験を目指しながらも「会計の世界」を別

の角度から覗いてみたい諸君も大歓迎である。 

３，４年次には，簿記学や会計学総論を基礎とし，“アカウンティン

グコース”で更に“アカウンティング”（会計）の世界を「研究」する。 

 
２．ゼミの進め方 

≪２年次≫ 

  ２年次では，この「研究」を進めるための“見る眼”を「養成」す

ること，つまり基本的な会計知識の獲得を目標としている。 

合宿は，夏季および春季休業中に行う予定である。 

≪３年次≫ 

３年次には，具体的に会計の“現実”を「調査」し，同時に，各自

固有の見解を発表することによって，具体的な研究方法を学ぶ。 

合宿は，夏季および春季休業中に行う予定である。 

≪４年次≫ 

  ４年次には，それを「卒業論文」にまとめ，各自の“会計世界観”

を「確立」する。合宿は，夏季および春季休業中に行う予定である。 

  なお，人数等によりゼミの進め方を変更する可能性がある 
 
３．教 材 

 上記の研究内容に直結する研究素材は，演習開始時に指定する。 

 
４．成績評価の方法 

 各自の研究テーマに基づくレジュメやプレゼンテーションの内容，ゼミへの積極的な関わりの程度を考慮

して総合的に判断する。 

 
５．ゼミ入室試験（選考方法） 

 選考方法につきましては，Oh-o!Meiji にて，後日連絡します。 

 
６．その他・志願者へのメッセージなど 

  ①率先して討論の機会を設ける自主性，②室員相互の交流を目的とした企画に参加する積極性，③友人・

ゼミ員を受入れる豊かな包容力，④自己啓発に努力を惜しまない旺盛な向上心をもち，⑤この３年間，ゼミ

を通じて自分自身を大きく成長させたいと望む，そうした学生諸君の参加を希望する。 
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